
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
          

 
 

 2007 年に日本は超高齢社会（65 歳以上の人口の割合が全人口の 21％を占めている社会）に突入しました。高齢化

により 8050 問題や老老介護、そして地域住民同士の関わりの希薄化による引きこもりや孤独死など、生活する上で

様々な問題が地域のなかで出てきています。障害の有無に関わらず、どんな方でも住み慣れたまちで長く生活してい

けるように、個人や地域でできることを考えてみませんか。地域で孤立化している人へのアプローチなど、社会福祉

学を専門に研究されていらっしゃる黒岩亮子氏をお招きしお話を伺います。 

        ～地域の中でできること 

・  

新宿区立障害者福祉センター講演会 Zoom対応 

要予約  

・ ssk@pluto.plala.or.jp に

東西線早稲田駅より徒歩 10 分 

大江戸線若松河田駅より徒歩 6 分 

国立国際医療研究センター前バス停より

徒歩 4 分 

※お車でのご来場はご遠慮ください。 

0000 

【お問い合わせ】 

新宿区立障害者福祉センター 新宿区戸山 1-22-2 TEL: 03-3232-3711  FAX: 03-3232-3344 

 場 所

※詳細は障害者福祉センターHP をご覧ください。URL：http://shinjyuku-fukushi-center.org/ 
 

(開場１３時) 

 

 日時 

入場無料・手話通訳（会場のみ） 

講師：黒岩
くろいわ

 亮子
りょうこ

氏 

 

 
 
●講師プロフィール● 

日本女子大学人間社会学部社会福祉学科准教授。1996 年日本女子大学

卒業。東京都立大学大学院・日本女子大学大学院修了（都市科学修士、社

会福祉学博士）。 

専門は地域福祉論、社会福祉政策、高齢者福祉。 

川崎市地域包括ケアシステム検討協議委員会・連絡協議委員会委員

（2015 年～）、八王子市社会福祉審議会地域福祉専門分科会委員（2017

年～）、川崎市社会福祉協議会地域福祉推進計画策定委員（2019 年～）、

大田区社会福祉協議会大田区地域福祉活動計画推進委員会委員長（2023

年～）等。 

著書：『孤独死を防ぐ』（分担執筆、ミネルヴァ書房 2012 年）、『社会福

祉への招待』（分担執筆、放送大学教育振興会、2016 年）など。 
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